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 本研究は、物や解決策を求めるマンド（以下、物質マンド）と承認や社会的賞賛を求め

るマンド（以下承認マンド）が、同じ機能の反応クラスであるかについて、統制群と実験

群を設け、介入による前後の比較検討を行うことで明らかにすることを目的とする。独立

変数として、統制群には物質マンドの非随伴性強化、実験群には物質マンドの随伴性強化

による介入であった。従属変数には、承認マンドの反応数の変化とする。同じ機能の反応

クラスであるすると、統制群では、物質マンドへの非随伴性強化では承認マンドの反応数

は増えず、対照群では、物質マンドへの随伴性強化を行うことで承認マンドの反応数は増

加すると考えられる。  

 方法は、男女５名ずつを統制群と対照群に分け、介入前後の承認マンドの反応数の変化

についての比較を行った。実験課題には、パズル課題を用い、介入期には、20 の扉のゲー

ム行い、統制群は物質マンドの非随伴性強化を行い、実験群には物質マンドの随伴性強化

を行った。承認マンドが生起する場面として、「知っている人」と「知らない同性」、「知ら

ない異性」を設定した。  

 結果は、実験群で承認マンドの反応数に増加が見られた。また、承認マンドの反応数の

トレンドの変化が見られたのと同時に、「知っている人」の反応数のトレンドに変化が見ら

れた。  

 本実験の結果から、物質マンドと承認マンドが同じ機能の反応クラスである可能性が示

唆された。また、「知っている人」という弁別刺激が、同じ機能の反応クラスとして成立す

る要因として考えられた。  

 


